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氏名 小泉 浩平 部署 作業療法学科 職名 助教

2017年 埼玉県立大学大学院 博士前期課程

2021年 埼玉県立大学大学院 博士後期課程

経歴

所属学会（役職）

１．研究業績

（１）著作

2020年 埼玉県立大学保健医療福祉学部作業療法学科助教

日本作業療法士協会，埼玉県作業療法士会，日本作業療法研究学会，日本がんサポーティブケア学会，日本行動医学

会，埼玉県立大学保健医療福祉科学学会，日本がん作業慮法研究会

研究分野 身体機能作業療法学，がんリハビリテーション，行動医学

学位 博士（健康科学）

学歴

該当なし

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

〇大木原徹也，小泉浩平，澤田凱志，伊

藤慎太郎，牧田茂
2023.11

（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

論文の名称 単・共 査読 著者、編者名 発表等年月IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

Efficacy of an eHealth self-management

program in reducing irritable bowel

syndrome symptom severity: a

randomized controlled trial

共著 あり

Jun Tayama, Toyohiro

Hamaguchi, Kohei Koizumi,

Ryodai Yamamura, Ryo Okubo,

Jun ichiro Kawahara, Kenji Inoue,

Atsushi Takeoka, Shin Fukudo

2024.１
Scientific Reports

14(1) 4
〇

副神経麻痺による僧帽筋上部線維の疲労

変化ー筋電図周波数解析を用いた一例ー
共同

第8回日本がんサポーティ

ブケア学会学術集会，奈良

市

〇小泉浩平，大木原徹也，澤田凱志，伊

藤慎太郎 ，牧田茂
2023.6

家族と合意したリハビリテーションの目

標形成を通して健康関連QOLの維持が図

れた進行がん患者

共同
第32回埼玉県作業療法学

会，毛呂山町

〇國府田剛，小泉浩平，武田智徳，水村

翔，高橋秀寿
2023.7

頸部郭清術後の僧帽筋上部線維における

疲労出現は肩関節外転運動で早まる　筋

電図周波数解析を用いた一例

共同
第57回日本作業療法学会，

那覇市

〇小泉浩平，大木原徹也，澤田凱志，伊

藤慎太郎 ，牧田茂
2023.11

（４）その他

急性期脳卒中患者の感覚障害が麻痺側上

肢の筋出力不均衡に及ぼす影響について

短潜時感覚誘導電位を用いた解析

共同
第57回日本作業療法学会，

那覇市

〇水村翔，小泉浩平，武田智徳，濱口豊

太，高橋秀寿
2023.11

脳卒中急性期におけるStroke Impact

Scaleスコア変動に関する特徴
共同

第57回日本作業療法学会，

那覇市

〇国府田剛，小泉浩平，水村翔，高橋秀

寿
2023.11

急性期脳卒中患者の合意目標設定にPaper

版ADOCを用いて満足度を調査した一例
共同

第57回日本作業療法学会，

那覇市

〇上野功稀，国府田剛，小泉浩平，水村

翔，高橋秀寿
2023.11

肩関節肢位別に僧帽筋活動の変化を検証

した頸部郭清術後症例
共同

第57回日本作業療法学会，

那覇市

（２）論文

発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月

該当なし

名称 単・共
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該当なし

作業療法運動学実習 4 口頭試験の対応と学生へのフィードバックを行った．

（２）演習

演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

臨床作業療法技能実習

臨地体験実習（身体機能） 2024.3
3週間の学外実習を実施している学生の施設中間訪問を実施した．課題

進捗状況とレジュメの評価を実施した．

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

臨地総合実習（身体機能） 2023.4-7
7週間の学外実習を実施している学生の施設中間訪問を実施した．課題

進捗状況とレジュメの評価を実施した．

身体機能作業療法学実習（中枢疾

患）
〇 15

科目責任者として講義および実習を実施した．評価から統合と解釈，プ

ログラム立案と実践について指導した．

IPW実習 2023.4-2024.3

修士論文 2023.4-2024.3 主指導（指導教員） 0名 副指導（指導補助教員） 3名

全学の運営実施部員，学生担当．実習配置，最終報告会の企画と運営

臨地総合実習（精神機能） 2023.4-7
7週間の学外実習を実施している学生の施設中間訪問を実施した．課題

進捗状況とレジュメの評価を実施した．

卒業論文 2023.4-2024.3 主指導 2名 副指導 0名

（４）論文指導

対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

2年次生を対象に科目担当者として実技指導，評価を実施した．2024.2

（５）その他

名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

作業療法学科4学年　学年担当 2023.4-2024.3 学生の指導，面談等を実施．

埼玉医科大学国際医療センター（非常勤

講師）
2023.4-2024.3 臨床支援相談，研究活動支援を実施．

2

身体機能作業療法学特講 〇 15
科目責任者として講義を実施した．身体機能領域の臨床思考過程を養う

ための，学習方法を指導した．

身体機能作業療法学

２．競争的資金等の研究

競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

研究代表者 2020.4-2024.3
日本学術振興会 科学研究費助成事業 (若

手研究)

がん患者の前向きな生活適応へレ

ジリエンスを高める心理支援と運

動介入方略の開発

概要（教育内容・方法等において工夫した点）

日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤

研究(C)

ニューラルフィードバックによる

脳腸相関異常を制御する装置開発

とその練習効果の検証

研究分担者 2022.4-2025.3

日本学術振興会 科学研究費助成事業 (若

手研究)

美容師の手指障害を予防する動力

支援装置付き鋏の開発
研究代表者 2023.4-2026.3

３．教育業績

（１）講義

講義の名称 科目責任者

身体機能領域における，脳血管疾患，心疾患，呼吸器疾患，悪性腫瘍を

対象とした作業療法を概説した．

臨地体験実習（精神機能） 2023.8
学外実習を実施している学生の施設中間訪問を実施した．課題進捗状況

とレジュメの評価を実施した．

コマ数
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４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

2024.3

日本がん作業療法研究会 理事 2024.3

埼玉県作業療法士会 臨床実習指導方法論講師，グループ演習，ファシリテータ 2023.7

富山県作業療法士会　基礎医学部会研修

会
富山県作業療法士会 がんリハビリテーション　講師 2024.2

任期

厚生労働省指定 臨床実習指導者講習会

該当なし

2023年度　道学教師理事長賞 埼玉県立大学 2024.3

７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

８．特記事項

全学的委員会及びセンター業務等 情報図書委員 2023.4-2024.3

学科等における委員会等 学年担当（4年次） 2023.4-2024.3

５．学内運営

項目 内容 期間

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

埼玉県作業療法士会 東部ブロック 代議員 2024.3

埼玉県作業療法士会 編集委員 2024.3

埼玉県立大学保健医療福祉科学学会 編集委員

該当なし

該当なし

（４）その他

項目 相手方等 内容 期間

該当なし

埼玉県がんリハビリテーション研修会

国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称

埼玉医科大学国際医療センター 非常勤講師 2024.3

運営スタッフ 2024.3

Occupational Therapy in Oncology-Researchers Network 副会長 2021.2-2024.3

日本作業療法士協会 日本作業療法学会演題査読者 2024.3

第13回埼玉県がんリハビリテーション研

修会

ライフプランニ

ングセンター
グループ演習，ファシリテータ 2023.8

（２）国、自治体、学術団体等における委員等


